
市政ひろば

５

市
政
ひ
ろ
ば

４
広報 

2008.6.1発行

　

今
ま
で
私
は
「
会
う
、
聞
く
、

見
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
数
多
く
の
地

域
会
合
へ
の
出
席
や
自
治
会
・
各
種

団
体
か
ら
の
要
望
・
陳
情
等
を
お
伺

い
し
、
で
き
る
だ
け
現
場
に
出
向
き

肌
で
感
じ
る
努
力
を
行
い
、
情
報
を

収
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
初
に
行
っ
た
１
０
０
人
委
員

会
で
は
色
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ

く
中
で
、
特
に
少
子
対
策
に
関
す

る
提
言
を
参
考
に
、
少
子
対
策
大

臣
に
評
価
い
た
だ
く
よ
う
な
施
策

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

19
年
度
で
は
、
出
前
行
政
と
し
て

四
役
、
全
部
長
で
市
内
21
地
区
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
時
に
は
厳
し

い
ご
意
見
も
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

南
あ
わ
じ
市
内
で
も
地
区
に
よ
り
課

題
や
要
望
内
容
に
つ
い
て
大
き
な
違

い
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
市
と
し
て
も
最
重
要
課

題
の
一
つ
で
あ
る
低
地
帯
の
防
災

対
策
に
つ
い
て
は
、
永
年
の
ご
労

苦
を
鑑
み
、担
当
次
長
を
置
き
国
・

県
の
支
援
を
頂
き
具
体
的
な
対
策

に
着
手
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
も
国
土
交
通
省
の

「
み
な
と
振
興
交
付
金
」
事
業
に

よ
る
「
福
良
港
防
災
拠
点
化
に
よ

る
地
域
振
興
計
画
」
の
認
定
書
を

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
業
種
・
分
野
別
行
政

懇
談
会
を
開
催
し
、
テ
ー
マ
を
あ

る
程
度
絞
っ
た
形
で
ご
意
見
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。
農
業
、
漁
業
、

商
工
業
、
観
光
業
な
ど
の
産
業
分

野
で
は
、
後
継
者
不
足
、
特
産
品

の
価
格
低
迷
、
資
源
の
枯
渇
な
ど

根
本
的
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
の
優
良
事
例
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
方
で
は
消

費
者
の
支
持
を
得
る
工
夫
や
自
ら

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
生

き
残
り
を
か
け
た
戦
い
が
繰
り
返

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
分
野
個
々
の
努
力

と
併
せ
、
農
・
漁
・
商
・
工
・
観

光
・
文
化
な
ど
の
連
携
に
よ
る
相

乗
効
果
を
見
い
だ
し
、
よ
り
一
層

地
域
そ
の
も
の
を
売
り
出
す
よ
う

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
英
知
を
結
集
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
昨
年
度

２
８
５
件
の
人
身
事
故
が
起
こ

り
、
10
名
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
市
は
安
心

し
て
利
用
で
き
る
道
路
づ
く
り
を

行
う
た
め
、
４
月
25
日
、
倭
文
小

学
校
付
近
の
通
学
路
を
中
心
に
約

７
０
０
ｍ
の
区
間
を
点
検
し
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
に
は
、
地
元
の
自
治

会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々

や
、警
察
署
員
ら
約
20
人
が
参
加
。

歩
行
者
の
目
線
に
立
っ
て
、
歩
道

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
街
灯
な
ど
の

点
検
を
行
い
ま
し
た
。
中
に
は
老

朽
化
で
早
期
の
修
繕
が
必
要
な
も

の
も
あ
り
、
参
加
者
ら
は
、
用
意

し
て
い
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
ま

と
め
て
い
ま
し
た
。

　

点
検
後
、意
見
交
換
会
を
行
い
、

「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
直
す
必
要
が

あ
る
」「
通
学
路
に
深
い
水
路
が

あ
っ
て
危
な
い
」
な
ど
の
課
題
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
南
あ
わ

じ
市
で
は
今
後
、
兵
庫
県
や
警
察

署
と
と
も
に
、
課
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

全
国
へ
観
光
資
源
を
ア
ピ
ー
ル

▲通学路沿いのガードレールを点検する参加者

倭
文
地
区
で
実
施

交
通
安
全
点
検
を
行
う

県
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

東
南
海
・
南
海
地
震
で
高
さ

４
・
９
ｍ
の
津
波
が
襲
う
と
予
測
さ

れ
て
い
る
沼
島
に
、
緊
急
時
の
救

急
搬
送
や
物
資
支
援
を
す
る
た
め

の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

　

総
事
業
費
は
、
約
１
億
５
百
万

円
。
緊
急
の
際
、
消
防
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

に
あ
る
神
戸
へ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
沼

島
へ
向
か
い
、
け
が
人
を
淡
路
ふ

れ
あ
い
公
園
ま
で
搬

送
。
こ
こ
か
ら
、
救

急
車
で
県
立
淡
路
病

院
へ
運
ば
れ
る
計
画

で
す
。

　

こ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

は
、
か
ね
て
か
ら
沼

島
地
区
が
要
望
し
て

い
た
も
の
で
、
用
地

の
確
保
に
つ
い
て

は
、
沼
島
総
合
開
発

会
（
木
村
一
会
長
）
の
ご
尽
力
に

よ
り
土
地
所
有
者
の
ご
理
解
を
得

て
、
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
の
竣
工
式
で
は
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
建
設
の
た
め
に
無
償
で

土
地
を
提
供
し
て
頂
い
た
方
に
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
中
田

市
長
は
、「
使
う
こ
と
の
な
い
こ

と
を
願
う
が
、
緊
急
時
に
利
用
で

き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

土
地
提
供
者
（
14
名
、
敬
称
略
）

　

青
木
義
夫
、
井
上
州く
に
こ子
、
梶
原
亀
代
、

古
水
省
三
、坂
田
十と

み

お
三
男
、佐
野
春
美
、

田
浦
秀
信
、
中
野
す
み
子
、
中
元
金

太
郎
、
中
元
博
、
西
村
全
弘
、
吉
田

静
子
、
吉
野
た
き
の
、
両
り
ょ
う
と
う
頭
一
郎

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着
陸
し
た
沼
島
へ
リ
ポ
ー
ト

沼
島
ヘ
リ
ポ
ー
ト
完
成

　

５
月
か
ら
路
線
を
再
編
し
た
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ら
ん
・
ら

ん
バ
ス
」の
出
発
式
を
４
月
28
日
、

陸
の
港
西
淡
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、中
田
市
長
を
は
じ
め
、

来
賓
の
方
々
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

西
淡
志
知
幼
稚
園
の
園
児
と
い
っ

し
ょ
に
風
船
を
飛
ば
し
て
出
発
を

祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
再
編
で
は
、
路
線

を
５
ル
ー
ト
に
延
長
し
、
運
行
時

刻
の
変
更
と
運
賃
改
正
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
１
日
に
何
度
で
も

乗
降
で
き
る
フ
リ
ー
パ
ス
券
も
新

た
に
発
行
し
ま
し
た
。
な
お
、
時

刻
表
は
市
役
所
窓
口
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

▲幼稚園児とともに出発を祝いました

緊
急
時
の
救
急
搬
送
が
可
能
に

路
線
再
編
「
ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
」
の
出
発
式

　

来
年
４
月
〜
６
月
に
「
あ
い
た

い
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
兵
庫

県
が
一
丸
と
な
っ
て
、
全
国
か
ら

観
光
客
を
誘
致
す
る
大
型
観
光
交

流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
５
月
12
日
、

旅
行
会
社
に
は
ツ
ア
ー
計
画
を
、

出
版
会
社
に
は
特
集
記
事
を
企
画

し
て
も
ら
う
た
め
、
企
業
の
担
当

者
を
招
い
て
兵
庫
県
の
観
光
資
源

を
紹
介
す
る
「
全
国
宣
伝
販
売
促

進
会
議
」
が
神
戸
市
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

翌
日
13
日
に
は
、
県
内
各
地
を

５
種
類
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
体

験
す
る
ツ
ア
ー
が
組
ま
れ
、「
国

生
み
の
島
と
日
本
の
真
ん
中
に
出

会
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
淡
路
島

へ
の
コ
ー
ス
に
は
、
約
30
人
が
現

地
を
視
察
。

　

市
内
へ
は
、
う
ず
の
丘
大
鳴
門

橋
記
念
館
と
沼
島
を
訪
れ
、
観
光

資
源
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

今
後
、
全
国
の
駅
や
列
車
内
に
ポ

ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
、
兵
庫
県
へ

の
誘
客
を
促
進
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
市
民
ま
つ
り
「
第

３
回
淡
路
だ
ん
じ
り
祭
」
が
、
４

月
29
日
、
三
原
健
康
広
場
で
行
わ

れ
、延
べ
１
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

市
内
各
集
落
の
若
者
ら
に
担
が

れ
た
絢
爛
豪
華
な
だ
ん
じ
り
24
台

が
、
緑
鮮
や
か
な
玉
葱
畑
の
道
を

通
り
、
会
場
へ
集
結
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
か
わ
い
い

保
育
所
・
幼
稚
園
児
が
力
い
っ
ぱ

い
太
鼓
を
演
奏
。
そ
の
後
、
４

台
の
だ
ん
じ
り
が
１
組
と
な
り
、

荒
々
し
く
曳
き
回
す
「
練
り
」
の

競
演
。
獅
子
舞
や
、
投
げ
だ
ん
じ

り
の
披
露
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
勇
壮
な
若
者
た
ち
が
一

転
、
郷
土
芸
能
「
だ
ん
じ
り
唄
」

発
表
で
は
、浄
瑠
璃
の
「
忠
臣
蔵
」

や
「
絵
本
太
功
記
」
な
ど
の
外
題

を
、
感
情
を
込
め
て
唄
い
上
げ
、

観
客
か
ら
拍
手
喝
采
を
浴
び
ま
し

た
。（
21
頁
に
関
連
記
事
）

絢け
ん
ら
ん爛
豪
華
な
だ
ん
じ
り
が
24
台
集
ま
る

市
民
ま
つ
り
「
淡
路
だ
ん
じ
り
祭
」
が
開
催

▲広いグラウンドを所狭しと数台のだんじりが練りました

▲会場を沸かせた獅子舞

だんじり唄を熱唱する祭礼団

▲旅行会社と出版会社の担当者へ淡路人形浄瑠璃の魅力を
　紹介する淡路人形座職員




